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⑧この図幅地域は九州と台湾を結ぶ紺碧の南海1,200

kmの間を白いサンゴ礁に縁どられ点々とつらなる

琉球列島弧(南西諸島)の南西琉球に位置する多良間

みんな

島と水納島の2つの小島から構成されている.この

2つの島は沖縄方言でいう}シマ･チヤビ"(離島

苦)で代表する島であることからふるくは琉球王庁

時代の配所として有名である.こんなことから余

り多くの外来者の訪島者も次くかつ平坦な石灰岩の

島ということもあって地質学的意味での好永野外で

海かったのか現在まで地質学的柱文献は発表されて

いない.したがってこの地域の地質に関する文献

としての最初のものである.

⑨ところで地質であるがこの地域はいわゆる礁石灰

岩で代表される琉球層灘(琉球石灰岩)である更新世

の石灰岩によって被われさらに現世の石灰岩および

陸成の石灰岩(古砂丘堆積物)や風化土壌によって構

成されている.石灰岩のうち天川石灰岩はいわゆ

る琉球石灰岩と呼ばれていた石灰岩に相当しそれよ

り上位の各石灰岩は南西諸島がmうるま変動"にと

もない島喚化された以後に形成されたものであって

層厚も薄く形成年代も新しい.この地域の上部にみ

られる遠見台石灰岩および伸筋泥質砂は陸成層であ

って一部の層準にはシュリマイマイが化石として確認

されている.この2つの小島には百合着物語の伝

説があたり原子目本人の一面をうかがわれる風俗･

習慣が現在に引きっがれている(詳細については本誌

259号｢大津波でできた多良間島｣を参照されさい)
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